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昨
年
】
月
の
「
史
學
雑
誌
し
に
於
て
、
私
は
ソ
ー
ス
博
士

の
ウ
エ
ー
ベ
ル
「
小
世
界
史
し
改
作
版
全
二
冊
を
紹
介
且
批

評
し
、
そ
れ
が
、
内
容
に
点
て
も
外
形
に
於
て
も
徹
底
的

改
造
を
受
け
、
全
然
博
士
の
総
藻
人
格
の
表
現
な
る
こ
ε

を
指
摘
し
だ
。
今
同
一
の
ブ
ラ
ー
ン
に
墓
く
同
じ
原
著
者

の
つ
大
世
界
吏
」
改
作
版
、
全
十
六
懇
の
内
、
最
初
の
二
怒

に
接
手
し
て
、
私
は
一
雲
切
實
に
博
士
濁
畠
の
世
界
史
的

文
學
博
士
　
坂
　
　
　
ロ
　
　
　
　
昂

識
見
ξ
世
界
史
的
綜
合
及
び
學
殖
ご
を
岩
戸
す
る
の
外
は

な
い
。
所
謂
同
｝
ブ
ラ
ー
ン
に
漉
し
て
は
、
二
者
が
前
掲

雑
誌
に
就
き
て
一
瞥
さ
れ
、
ん
乙
ビ
を
望
む
。

　
ウ
ェ
ー
ベ
ル
大
世
界
吏
第
一
版
の
刊
行
は
、
一
、
入
五
七

年
に
開
始
せ
ら
れ
た
、
そ
の
第
二
版
は
一
入
ハ
ニ
ー
八

九
年
間
に
完
成
さ
れ
た
。
そ
の
今
日
ま
で
普
通
行
は
れ
て

居
る
の
は
、
即
ち
後
者
で
あ
る
。
凡
そ
軍
一
入
の
歴
史
家

、



が
世
界
諸
國
に
跨
り
古
今
に
亙
り
て
提
供
し
淀
報
遁
ビ
知

識
の
蓄
積
に
於
て
は
、
近
時
ウ
エ
ー
ベ
ル
を
凌
駕
し
た
る

も
の
は
な
く
、
因
て
、
そ
の
著
、
或
は
古
代
羅
馬
時
代
の

希
黒
人
デ
イ
オ
ド
ー
ル
の
一
切
包
括
的
作
品
に
尤
も
適
切

に
比
當
さ
れ
る
。
ラ
ン
ケ
の
偉
大
ご
そ
の
長
き
學
的
生
涯

ε
を
以
て
し
て
も
、
彼
が
晩
年
み
つ
か
ら
世
界
吏
執
筆
を

企
て
．
、
（
恰
も
ウ
エ
ー
ベ
ル
第
二
版
と
同
時
）
、
自
分
の
手

で
出
版
し
得
だ
の
は
、
そ
の
九
懇
中
の
唯
だ
最
初
の
六
懇

に
し
て
、
そ
の
表
現
は
中
古
の
孚
ば
ま
で
に
止
ま
る
。
そ

れ
だ
け
一
層
驚
嘆
に
遇
す
る
も
の
は
、
ウ
エ
ー
ベ
ル
の
大

述
作
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
濾
。

　
し
か
し
、
ウ
エ
ー
ベ
ル
の
史
槻
ご
ラ
ン
ケ
の
そ
れ
ε
が

そ
の
問
に
大
い
な
る
距
離
が
あ
る
こ
ご
は
言
ふ
を
侯
た
ぬ

而
し
て
ジ
ー
ス
博
士
は
後
者
の
信
奉
者
で
あ
る
。
こ
れ
に

随
っ
て
博
士
の
執
り
來
れ
る
襲
展
痩
男
…
、
統
囲
的
把
捉
、

　
シ
ン
ク
ロ
　
ロ
　
ヅ
シ

同
時
代
綜
合
方
法
は
、
第
一
懇
の
跨
頭
、
　
「
世
界
吏
の
使

命
」
の
題
下
に
於
て
大
略
表
白
さ
れ
て
居
る
。
私
が
こ
の

　
　
　
第
口
叩
療
糧
　
　
批
　

鯉乃

@
　
り
ー
ス
博
士
世
黒
ゐ
吏

部
分
を
安
藤
學
士
ご
共
に
課
出
し
て
別
に
本
誌
の
讃
者
に

頒
つ
こ
ご
に
し
だ
の
は
、
一
つ
は
、
こ
れ
を
墾
照
す
べ
き

關
心
者
が
、
歴
史
聖
慮
問
題
の
吾
が
幽
界
に
於
て
漸
く
注

意
さ
る
、
に
至
っ
た
今
日
、
蕾
に
更
學
の
徒
の
み
で
な
か

ら
う
ご
思
は
れ
た
か
ら
で
あ
る
Q
こ
の
領
域
に
於
け
る
内

省
ご
訓
錬
と
が
、
わ
れ
ら
ク
リ
オ
の
兇
に
取
b
て
本
質
的

に
極
め
て
必
要
な
ゐ
は
、
勿
論
で
あ
る
。
因
て
序
に
、
ジ

ー
ス
博
士
の
著
に
冤
叢
雛
喜
び
』
穿
け
・
爵
昏
♀

σq

ｫ
8
σ
q
Φ
ω
畠
固
。
げ
艶
島
①
口
　
U
o
藁
2
。
。
巷
匹
男
。
誘
二
二
。
。
M

切
儀
・
H
門
智
・
も
憲
一
本
あ
る
こ
ご
を
指
摘
し
て
お
か
う

こ
れ
は
吏
學
の
原
理
原
期
ビ
い
ふ
や
う
な
・
方
法
學
的
方
面

に
記
す
る
尤
も
具
は
れ
る
述
作
の
一
で
あ
る
。

　
私
の
塩
蔵
さ
し
π
富
家
の
大
著
作
（
ウ
エ
ー
ベ
ル
の
は

第
二
版
）
が
書
か
れ
て
か
ら
、
今
日
ま
で
約
四
十
年
の
吏

界
に
取
り
て
も
意
義
淺
小
な
ら
ぬ
時
が
流
れ
て
み
る
。
こ

の
間
に
於
け
る
史
學
の
進
歩
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
大
膿
三

　
　
へ

襟
あ
る
、
第
一
、
吏
槻
そ
の
も
の
、
…
進
化
ご
充
實
、
第
二

　
　
　
　
　
　
第
ご
一
刀
脳
　
　
　
一
四
一
　
（
四
六
五
）



　
　
　
第
「
六
巻
　
　
　
批
　
鋼
一
　
　
”
ー
ス
館
騨
十
蹴
凪
界
〃
史

書
來
の
流
汗
謝
象
、
就
中
、
古
代
東
方
に
於
け
る
最
古
の

獲
展
事
實
に
關
す
る
新
婦
見
、
新
説
明
、
嘗
て
、
そ
の
把

捉
の
革
新
、
第
三
、
最
近
に
於
け
る
多
事
多
…
愛
に
し
て
、

豊
富
さ
ご
廣
大
さ
ご
意
義
の
深
長
さ
ご
に
於
て
振
古
未
曾

有
な
る
世
界
史
的
新
事
象
の
産
物
、
是
れ
で
あ
る
6

　
さ
れ
ば
ゲ
ー
プ
は
鯉
跳
に
言
っ
て
居
る
、
『
世
田
野
史
は
陥
胆
時

に
書
き
易
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
諏
、
こ
れ
は
今
日
吾
々
に
は

疑
は
れ
得
な
い
こ
ご
で
あ
る
、
か
く
の
如
き
必
然
の
生
じ

る
の
は
、
軍
に
幾
多
の
事
件
が
あ
ざ
か
ら
思
ひ
出
さ
れ
た

か
ら
こ
い
ふ
の
で
は
な
く
、
相
倶
に
…
進
み
ゆ
く
疇
代
を
享

け
て
る
者
が
新
し
い
槻
照
へ
ご
導
か
れ
果
て
、
そ
の
立
場

か
ら
過
去
の
事
實
が
一
の
新
し
い
仕
方
で
槻
察
判
詳
し
直

ほ
さ
る
べ
き
か
ら
で
あ
る
』
。
　
こ
れ
は
ソ
ー
ス
博
士
の
そ

の
世
界
史
緒
言
に
引
用
す
る
所
で
、
吾
々
に
も
啓
示
に
債

す
る
平
戸
句
で
あ
る
。
も
こ
ー
ウ
エ
ー
ベ
ル
自
・
身
の
遣
っ

た
第
二
版
も
實
に
同
月
趣
意
に
言
い
て
居
た
。
そ
れ
が
数

十
年
後
の
ム
ー
日
か
ら
槻
ら
れ
る
ご
、
如
上
の
三
大
理
由
の

　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
一
四
二
　
　
（
四
山
白
馬
ハ
）

下
に
、
二
履
根
本
的
改
造
を
要
し
た
α
こ
の
要
求
に
慮
じ

て
超
つ
た
第
三
版
の
著
者
は
、
自
ら
軍
に
ウ
エ
ー
ベ
ル
の

改
造
者
の
み
で
な
く
、
今
日
の
世
界
史
の
、
よ
し
ゃ
全
然

改
造
者
で
な
く
こ
も
、
少
く
こ
も
最
新
典
型
的
建
設
者
こ

な
ら
う
ご
期
す
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
借
私
に
接
手
し
得
た
こ
い
ふ
最
初
の
二
懇
は
、
最
古
か

ら
紀
元
前
＝
ご
三
年
迄
に
亘
っ
て
居
る
。
そ
の
特
色
の
一

つ
は
、
ウ
エ
ー
ベ
ル
の
取
っ
た
随
時
随
威
に
於
け
る
本
交

中
に
細
字
を
以
て
補
説
を
挿
入
す
る
の
方
法
を
諭
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
ロ
イ
テ
ル
ン
グ

百
韻
の
末
尾
に
豊
富
な
る
備
　
考
を
附
し
て
あ
る
こ
ビ

で
あ
る
。
こ
の
新
装
概
は
猫
ほ
或
意
味
に
於
て
ラ
ン
ケ
の

取
っ
た
ア
ナ
レ
ク
タ
に
比
蒼
し
う
る
、
殊
に
第
一
霧
に
於

て
は
、
前
記
の
私
の
見
立
て
た
世
界
史
學
増
進
の
最
近
動

機
の
第
二
に
相
等
す
る
局
面
に
零
す
る
が
故
に
、
爾
ほ
更

ら
潤
澤
且
つ
斬
新
で
、
文
字
分
量
に
於
て
實
に
全
一
懇
の

約
三
分
の
一
を
占
め
て
居
る
、
以
て
著
蒋
の
努
力
ご
親
切

ご
忠
實
ビ
を
想
見
す
べ
き
で
あ
る
。
樹
ほ
之
を
著
者
が
一



惚
々
年
に
公
け
に
し
た
前
掲
の
「
小
世
界
史
」
に
比
す
る
ご

響
町
の
世
界
史
的
時
代
把
提
が
、
こ
の
第
一
懇
、
古
代
東

方
時
代
に
於
て
進
展
し
て
居
る
こ
ご
が
眼
に
著
く
。
帥
ち

前
著
述
に
於
て
は
四
個
の
相
つ
や
く
章
中
に
牧
め
ら
れ
、

内
容
上
殆
ん
ざ
三
大
崎
期
に
分
割
さ
れ
て
居
る
や
う
に
思

は
れ
る
最
古
更
の
部
分
が
、
現
著
書
に
於
て
は
、
唯
だ
一
章

（
第
二
立
早
）
ε
な
り
て
「
最
古
の
世
界
∵
更
的
話
民
族
新
枇
會
』

（
紀
元
前
四
二
四
一
一
・
七
四
五
）
ご
集
約
さ
れ
て
居
る
こ
ご

与
れ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ク
　
　
ロ
ゆ
ニ

　
特
に
私
が
摘
出
し
た
い
の
は
、
既
に
注
意
し
た
同
時
代

ロ　

c
シ

綜
合
的
把
捉
が
著
庸
の
濁
得
最
大
の
武
器
ε
な
っ
て
居
る

こ
ε
で
あ
る
、
帥
ち
興
れ
。
故
著
者
に
歓
け
、
随
て
、
原

著
作
の
眼
界
か
ら
別
に
新
な
る
天
地
を
拓
い
て
本
著
を
優

越
な
る
下
図
に
高
め
だ
所
以
の
有
力
因
子
で
あ
る
、
何
せ

な
ら
そ
こ
に
軍
な
る
史
實
の
羅
列
蓄
積
で
は
な
く
、
歴
史

生
活
の
統
一
が
貫
い
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
■
し
か
し
、
か

、
る
統
一
的
把
捉
が
廣
汎
普
遍
な
れ
ば
な
る
ほ
こ
、
何
等

　
　
　
第
六
谷
　
　
　
批
　
山
月
　
　
翌
ー
ス
楠
阿
士
世
界
一
史

か
の
暴
力
張
制
が
伶
ひ
や
し
な
い
か
ご
い
ふ
与
れ
は
、
吾

　
々
世
界
吏
家
の
口
囲
作
業
に
際
し
て
毎
に
等
し
く
磯
験
す

る
良
心
的
苦
情
の
一
で
あ
る
。
か
、
る
吉
和
か
ら
、
ウ
エ

　
ー
ベ
ル
の
改
作
者
は
果
し
て
奇
麗
さ
つ
ば
り
ご
洗
脱
し
得

て
居
る
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
黙
に
つ
き
て
、
幾
多
の
共
鳴

的
傍
観
者
こ
い
へ
ざ
も
、
禽
ほ
こ
こ
ろ
み
＼
に
於
て
著
者

ご
看
る
所
を
異
に
す
る
こ
ご
で
あ
ら
う
。

　
例
へ
ば
、
第
二
懇
に
於
て
、
著
者
は
第
一
章
こ
し
て
「
ペ

ル
シ
ヤ
戦
役
及
び
羅
馬
階
級
闘
箏
の
時
代
し
の
題
下
に
五

聖
を
分
志
し
、
そ
の
第
三
節
に
「
羅
馬
民
衆
の
最
初
の
組

織
」
（
四
九
九
1
四
六
六
）
を
説
き
、
第
四
蔀
「
ア
プ
f
子
海

上
版
圖
の
創
立
」
（
四
七
七
～
四
四
四
）
を
中
間
に
置
き
、

之
を
飛
び
越
え
て
か
ら
、
第
五
飾
こ
し
て
再
び
「
羅
馬
の

政
職
に
封
ず
る
民
衆
の
合
法
的
接
近
」
（
四
七
四
～
四
四

・
四
）
を
描
き
出
し
て
居
る
。
こ
の
排
列
は
、
固
よ
り
地
中
海

澹
岸
を
統
一
的
文
化
場
狸
ご
見
る
最
近
画
質
か
ら
い
っ
て

も
、
南
方
イ
タ
ソ
や
ご
い
ふ
世
羅
入
、
カ
ル
タ
ー
ゴ
人
、

　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
　
㎜
四
一
二
　
（
四
六
七
）



　
艦
　
　
第
六
撫
巷
　
　
批
　
郵
月
　
　
サ
ー
ス
館
博
士
世
界
史

エ
ル
ル
ス
キ
入
、
羅
馬
人
ら
の
接
鰯
交
渉
地
の
機
縁
が
あ

る
ざ
い
ふ
こ
ビ
か
ら
い
っ
て
も
、
著
者
の
取
扱
ひ
方
に
は

　
　
　
ハ
ル
テ
ブ
ン
ク
ひ
ま

十
分
の
把
握
黙
は
有
り
得
や
う
ハ
ニ
四
頁
第
三
箇
　
四

五
頁
　
第
五
笛
の
各
始
め
の
文
を
看
よ
）
帥
ち
、
そ
こ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ン
ス
ト
グ
リ
フ

著
者
の
世
界
史
槻
の
強
さ
ε
統
一
的
技
巧
の
手
際
さ
ビ

が
看
取
さ
れ
る
が
、
而
も
之
ご
同
時
に
彼
此
の
往
來
の
旋

め
に
蚕
膿
影
像
の
錯
維
を
思
す
嫌
が
あ
る
で
は
な
い
か
ビ

急
難
へ
る
。
一
矢
二
兎
を
射
…
が
穴
く
τ
〈
二
物
を
斑
ハ
へ
・
で
。

吾
々
後
進
世
界
史
家
も
亦
た
絶
え
ず
思
を
致
す
べ
き
黙
、

常
に
こ
＼
に
あ
り
ご
思
は
れ
る
。

　
本
著
は
入
折
版
で
、
第
一
懇
備
考
索
引
共
六
四
三
頁
、

第
二
懇
同
じ
一
七
一
五
頁
か
ら
成
る
。
か
、
る
大
量
内
容

を
一
朝
詳
細
に
レ
ヅ
ユ
ー
す
る
こ
ご
は
容
易
の
業
で
な
い

今
は
只
だ
そ
の
大
膿
に
止
め
て
お
く
ば
か
り
で
あ
る
。

　
聞
く
が
如
く
ば
、
著
者
漸
く
老
醗
に
入
り
、
而
も
元
氣

3
す
ノ
＼
旺
盛
、
こ
の
ウ
ェ
ー
ベ
ル
改
作
を
…
以
て
晩
年
畢

生
の
業
ビ
し
、
胆
國
の
大
銀
難
に
俘
ふ
固
有
の
生
活
の
不

潔
叩
三
號
　
　
　
一
四
四
　
　
（
四
　
点
一
入
）

安
ご
奮
闘
し
つ
、
、
毎
歳
一
懇
づ
＼
出
版
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
定
め
、
太
租
ラ
ソ
ヶ
の
鞭
界
史
の
大
業
未
完
成
な
る
を

芸
事
ご
し
，
精
進
努
力
、
こ
の
新
計
叢
の
等
し
く
ト
ル
ソ

に
終
ら
し
め
ざ
る
を
期
す
る
ご
い
ふ
。
そ
の
意
圖
の
紅
烈

は
寧
ろ
學
界
の
偉
槻
ご
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
。
今
や
前
蓮
の

如
く
そ
の
二
懇
既
に
出
づ
、
前
途
樹
ほ
十
四
懇
横
は
り
存

す
。
吾
々
は
斯
學
の
π
め
切
に
博
士
の
健
在
を
傭
ら
ざ
る

を
得
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
月
一
二
日
）


